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吉川 東北 タイ及 びラオスの古代法

東 北 タ イ及 び ラ オ ス の 古 代 法*

KolmaiKhosaratを 中 心 に

吉 川 利 治**

The Ancient Laws of the Lao  People: Kotmai Khosarat and Others

Toshiharu YOSHIKAWA

   The ancient laws of the Lao people contained many Buddhist 

legends which were taken from the Pali canon. These laws also 

prescribed penalties in conformity with those of the Pali canon; 
for example, the penalties were in principle divided into three 

 categories  : Khan kha  khO, Khan mai and Khan paeng. Therefore, 

it may be concluded that the ancient laws of the Lao people 

basically reflected the concepts of the Pali canon. 
   Analysis of the contents of these laws also reveals that there 

were several social ranks in ancient Laotian society. Penalties 

and fines were imposed on criminals according to the rank they 
held. Thus, criminals of high rank, such as the members of  the. 

royal family, were assessed higher fines than were commoners. 

The laws also mentioned two categories of  bondsmen  :  KhOi and 

Luk khun. The  KhOi class served  Chao  khOi, its master, and the  Luk 

khun class served  Chao  Miiang, fief chief and Khun, in general. 

Once these bondsmen were emancipated,  Khäi was called Thai 

and Luk khun was called Phai. However, the difference in social 

status between  Khói and  Luk khun is not clear from the descrip-
tions of them given in the laws.

*本 稿 は
,昭 和55年 度国立民族学博物館共同研究｢東 南アジアにおける慣習法の研究｣(研 究代

  表者:石 井米雄)の 成果の一部である｡
**大 阪外国語大学

,国 立民族学博物館研究協力者
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お わ りに

は じ め に

 今 日の タイ国東北部,北 部およびラオスに住み,そ の地域で大 多数を 占め る住民は,

そ の言語,生 活慣習,風 俗,宗 教に至 る共通の性格を有 し,古 来 ラーオ族 と呼ばれて

来 た｡そ して,こ の ラーオ族は,隣 接 して住む タイ国中央部 のシャム族 や ビル マの シ

ャン族,中 華人民共和 国雲南省西双版 納地区 のタイ･ル ー族 らと最 も近 い関係 にあ り,

総 称 してタイ族 と呼ばれている｡ラ ーオ族 の持つ言語的,文 化的 な相違か ら,さ らに

ラオスや東北 タイす なわ ちメコン河流域地方に住む東部の ラーオ族 と,北 部 タイに住

む西部の ラーオ族 とに分類 される｡東 部 の ラーオ族は,｢ラ オス人民民主共和 国｣と

い う国名 に,そ の名を残 してい るが,国 内人 口約350万 の過半数約200万 が ラーオ族で

あ るにす ぎず,む しろ,タ イ国総人口4500万 の3分 の1を 占め る東北 タイ住民 が,ラ

ーオ族の主流であ る｡

 筆 者は この ラーオ族の歴史 と文化に関心 を持 ち,伝 統的統治 の姿 については｢ラ オ

スの伝統的統治体系｣[吉 川 1977=63-97]で 明 らかに した｡本 稿 はラーオ族が所有

して いた法典か ら,法 規範 と政 治･社 会制度の特徴を考察す る｡

1.文 献 資 料

 東北タイやラオスに住むラーオ族は,貝葉表や折畳み式の手写本の形で,仏 教経典は

もちろん,古 典文学や伝承説話を伝えている｡こ れらは主に寺院に保存されている｡

その中に,伝 統的な政治や法律の制度,社 会規範を伝える法典 も含まれていた｡し か

し,ど れだけの数量が今日まで残存 しているかは,調 査されたこともなく,ほ とんど

全 く不明である｡わ ずかに,そ のうちの数種類が現代タイ文字,あ るいはラーオ文字

に翻字され,研 究資料に供されている｡

 本稿では,入 手できた4種 の古代法典を資料に,そ こに描かれているラーオ族の過
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去の社会規範,伝 統的政治社会制度を,可 能な限 り解明 したい｡4種 の法典とは次の

ものである｡

(1)KhamphiPhraThammasatBuhan(KotmaiKaoKho'ngLao),KomWannakhadi,

Laos,B.E.2499(1959).(以 下Khamψhiと 略 す)

(2)Prachum Kotmai Thai Bora nPhak Thi 1,Wa duai Thammasat Pokon,Kotmai

.Phitcharana Anachak Lae Tham Thiam Kan,Krem Sinlapakon,Bangkok,

B.E.2482(1939).(以 下Prachumと 略 す)

(3)Thin Rattikanok,Kotmai Khosarat,Khana Sang khommasat,Mahawittha-

yalai Chiangmai,Chiangmai,B.E.2516(1973).(mimeo.,以 下Kotmaiと

略 す)

(4).Sommai Premchit,Kotmai Khosarat,Phak Pariwat Lamdap Thil6,Khana

Sangkhommasat,Mahawitthayalai Chiangmai,Chiangmai,B.E.2520

(1977).(mimeo.〉.

 上 記4書 のうち,(1),② につ いて は,す でに拙稿｢ラ オス,東 北 タイの慣習法 に見

られる仏教戒律｣[吉 川 1981:265-305]で,い ささか考察 したので,本 稿では(3),

(4),と りわけ(3)の 内容を(1),② と比較 しなが ら考 察する｡

 (3),(4)のKotmai Khosarαtは,貝 葉表文で5冊,バ ンコクの タイ国立図書館 に保存

されてい るものか ら,マ イク ロ･フ ィルムに写 し,Thin Rattikanok氏 が5冊 の うち

最初の3冊 を,ラ ーオ文字か らタイ文字 に翻字 し,原 文 と対照 させた タイ語訳 を付 し

た｡Sommai Prem6hit氏 はThin氏 の訳本が入手 し難 くな った ことと,タ イ語訳 が

原文に忠実 でないという理 由で,よ り原文 に忠実な翻字 を行な う目的で,タ イプ印刷

された｡そ して北部 タイの古い手写本 の翻字 出版 シ リーズの1冊 に加え られた｡た だ

し,Sommai氏 の もの は,5冊 本 のうちの最初 の1冊 のみであ る｡

 (3),(4)の2書 を比較 した場合,(3)の ラーオ文字か らタイ文字 に翻字 しているのが,

原 文の ラーオ綴字法 に最 も忠実 であり,ラ ーオ語 の 表記 を 想起す ることができる｡

Thin氏 の タイ語訳 は,ラ ーオ語 をタイ語的表現 に変えたのみな らず,さ らに氏 の解

釈 を加え,意 訳 と受 け取 られ る個所 も多い｡従 って,Sommai氏 も指摘す る如 く,誤

訳 と思われ る個所 もあ るが,前 置詞や接続詞 の使用が極 めて少 ないラーオ古語 の解釈

には,ひ とつの解釈 の仕方 と して参考にすることがで きる｡翻 字 にお いて は,古 代 ラ

オ スの諸制度 に関す る知識 が不明の故に,両 氏とも誤訳 している個所が ある｡例 えば,

KhanをKhapと 読 み間違えたため, Khan kha kh6, Khan mai, Khan paengで

あ ることがわか らな くな っている｡
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Ili. Kotmai Khosaratの 成 立

 Kotmai Khosaratに つ いて, Thin氏 は,ル ア ンプラバー ンを都 とす るラーンサー ン

王国の王Phothisararatの 治 世,す なわ ちA. D.1532～1547年 の 間 に編 まれ,そ の

王子Saiyasettha(タ イ語:Chaiyachettha)が,チ ェンマイを都 とす るラー ンナー

･タ イ王 国の王 と して統治 したA .D.1546～1547年 にチ ェンマイにもた らされた,と

推定 している｡Sommai氏 もThin氏 の説をそのまま容 れて いる｡ラ オス史では,

Phothisararat王 の 統治年代 を1520～1550年, Saiyasettha王 子 のラー ンナー･タ イ

王国統治を1534～1551年 と しているので,少 々ずれ るが,い ずれにせ よ16世 紀中葉,

ラ オスのルア ンプ ラバ ー ンか ら北部 タイのチ ェンマイに持た らされた法典であ るとし

て いる｡し か し,こ の法典がチェ ンマイに残存 して いた とは,こ の法典 のどこにも書

いてい ない し,誰 も明 らかに していない｡む しろ,ル ア ンプ ラバー ンか ら直接バ ンコ

クの王宮に持 た らされた可能性 も考 えられ る｡

 この法典 の成立年代については,次 のように考えたい｡ま ず｢Somdet Bulamabu-

phit Pha Phothilasachaoが 王権 で もって,王 の慣習(法)た るLasasatを 作 成 され,

各 人の指針 として,そ の通 り履行す るよ うにさせ た｣[Thin l973b:13]と い う文

が第2冊 の中頃に現 われ,そ れ以降の各条項 は,必 ず"Matta 1"(条 項1)と い う語

で始 まり,そ れ以前 の条項 とは異なる｡そ こで,こ の3冊 本で は,前 半 と後半 とで成

立年代が異 なり,後 半 が,Phothisararat王 に よって分布 された法典,統 治年代か ら

16世 紀前期 と判断され る｡前 半はそれよ りも古 い法典 と推定 して よいのではなかろう

か｡後 半 より前半 の方が未整理,未 分類 の感 がす るか らである｡･κ 肋〃ψ痂 はウ ィエ ン

チャ ン王Surinawongsathammikarat(1633～1695在 位)の 頃 に編纂 されたといわれ

る｡各 条項が仏教の5戒 に従 って章 にまとめられ,タ イの法典 の1部 が加え られ,タ

イ語 の影響を受 けた語彙が見 られる点か ら,法 典が次第 に整理編集 し直 されて来 たと

考 え られ る｡

皿.法 典の理念 と運用

 Kotmai Khosaratと い う法典の名称の うち, Kotmaiは｢法 律｣, ratは｢王 国,国 民｣

(サ ンスク リッ ト:Rastra)と 理 解 できるが, Khosa(サ ンスク リッ ト:Gδsa)の 意 味

が不明である｡国 名か地 名を表わ してい るよ うであるが,ど こを指すのか はわか らな

い｡い ずれにせ よ,｢Phafia 6hao(国 王)の 権力に従 って, Phu ban, Phu mtiang
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(土 侯)が,違 反 した者 は違反者,正 当な行為者 は 正 しい者 として審理す る｣[Thin

I973b:17]か ら,ル ァ ンプラバー ンのSwa王 国 の法律 と して, Phafia 6haoが 公 布

した法典 であ った と考え られる｡

 この法典 が最初 の条項に先立 って記 して いる``Laksana phit6halana khadi lok

khadi tham thiap kan"｢世 間 の事件を(仏)法(界)の 事件 と比較 しなが ら審理す

る法｣[Thin l973a:1]と い うことばか ら,仏 教の法 に照 らしなが ら,俗 界の諸 々

の係 争を裁 くことを表明 した と解せ られ る｡こ の ことば はPrachumの``Phit6harana

nai anachak lae thammachak thiam kan"｢国 法 の治め る世界 とダルマが治め る世

界 とを比較 して審理す る｣と い うことば と同 じ意味を有す る｡国 法は僧界 の仏法の反

映であ り,仏 陀 の教え に従 った判定で あり,法 規 であることを宣 し,法 の理念が仏教

の教義 に依拠 して いることをまず表 明 して いる｡

 確 かに法典 のい くつかの条項 では,俗 界での係争 の例 とその判決を挙 げ,僧 界 にお

ける対応す る事例 とそれ に対す る仏陀 の判決か ら,俗 界で の判決が妥 当な もので ある

ことを証 そ うとして いる｡例 えば,

 ｢あ る者 が布を千 し,そ のまま忘 れて しまった｡そ れをまた別の者が,紛 失す ると

いけないか らと保管 しておいた｡布 の所有主が盗まれ たと訴えた ところ,保 管 した者

は保管 しただけだ と主張 し,所 有主 に返却 した場合,保 管者を処罰することはで きな

い｡盗 んだ ことにな らないか らである｡

 これ はあたか も,僧 が 日なたに布 を干 しておいた ところ,別 の僧が紛失す るのを恐

れ,保 管 しておいた｡所 有主の僧が誰かが盗んだ と訴 えたが,保 管 した者 は保管 して

おいただ けだと主張 した｡御 仏の前 に出て いった ところ,御 仏 は,保 管 して おいただ

けで,盗 み心 はなか ったか ら処 罰できないとお述べにな った｡ま た,あ る僧が,風 に

吹 き飛ば された布を見つ けて,誰 かの布だ と思い拾 っておいた｡御 仏は盗 もうという

邪 な心がなか ったか ら処罰で きない と説かれた｡｣[Thin 1973a:5]

 こ ケ した僧界 での判決 と対応 させて,俗 界 の判決の正当性を説 く条項 は,.Prachum

やKhamphiに も見 られ るが,い ずれ も,総 ての条項 にわた って対比 させる ことはな

く,最 初の数か条 に限 られて いる｡理 念上 はそうであ って も,現 実 には,ひ とつひと

つの係争を僧界 に対応 させ ることが困難 であ ったか らと解釈 され る｡

 ｢Phana chao'が 任 命 したCha ban, Cha muangに 審 理 させ るべきで ある｣

[Thin l973b:15]と い う条文や,｢Phaiが 誤 ま りを犯 していないのに, dhao mif-

angが 縛 った と, PhaiがPhana chaoに 訴 えた場合, Chao mifang
, Chao khun

が悪 いとなれば,罰 金200を 科 す｣[Thin 1973b:18]と い う条文か ら, Phafia 6hao
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が最高権力者 と して,そ の下 にMtiangと 呼 ぶ 各地 の土侯 国を 統 治 す る土侯Cha

ban, Cha mtiang, Chao mUang, Chao khun1)が,そ の領域内の直接の裁判人 に

な っていた ことがわか る｡こ の裁判人 に不正があれば,Phaiと 呼ぶ被治者で もPhafia

6haoに 直 訴す ることがで き, Chao miangと い えど も処 罰され る｡ま たNai kh-

wam2)と 呼 ぶ裁判で弁論 を行 なう地位の者 が存在 した らしいが[Thin 1973c:10],

弁 護 人であ るのか,裁 判人であ るのか,ま た,Phafia 6haoやChao mUangと の

関係などは明 らかでない｡他 に,Thao phana, Amat, Khun phan, Khun r6iが,

判 決を下す地位 の者 と して,他 の条項 で挙 げ られてい る[Thin l 973c:31]｡ま た,

裁 判を行な う所 として,Kwan luang(公 館)と いう語が見 られる[Thin 1973c:

12]｡

 裁 判 における裁判入の判断の基準 に触れ,Akhati(パ ー リ語Agati,｢非 道｣)と

Sukhati(パ ー リ語Sugati,｢善 道｣)に2大 別 し[Thin l973c:31-33], Akhatiの

判 断 として,次 のように分類 して説明 して いる｡

 (1)Phana khati (予言 道)先 の ことがわか っての先取 り判 断｡

 (2)Chantha khat五(恣 意道)自 己の損得 にたっての判断｡

 (3)Moha khati (愚痴 道)過 去 の素行か ら軽率に下す判断｡

 (4)L･opha khati (貧欲 道)自 己の欲望を満たすための判断｡

 (5)Thosa khati (怨恨 道)過 去の恨みか らの判 断｡

 裁 判人の価値判 断に関 して,次 のような寓話が第1冊 と第2冊 に,再 度 引用 されて

いる｡

 ｢1頭 の トラがコブラの住 む穴 の縁 で寝た｡コ ブラが出て来て トラを噛んだ｡あ る

隠者が,ト ラが死 んで いるのを見 て,哀 れ に思い,呪 文 を唱えて生 き返 らせ てや った｡

と ころが トラは隠者 を食べて しまお うとい うのであ る｡隠 者が 自分の寝 る場所 を半分

取 ったか らとい う理 由で｡

 彼 ら(隠 者 と トラ)は ウシに判決 させた｡ウ シは,自 分が トラに隠者を食べ させ な

いと判決 して も,そ の後 に トラが隠者 を連れ 出 して食べて も,自 分 には知 るすべ もな

い,と 思い,ト ラに隠者を食べ させ る判決 を下 した｡こ れをPhafia khatiと い う｡

 彼 ら は ゲタカに判決を依頼 した｡ハ ゲ タカは,ト ラが食べ残 した隠者 の死骸が食

1)Chaは｢首 長｣, Chaoは｢主,王｣, Khunも｢王,長,官 吏｣と いう意味を持つ｡ Banは

 ｢村落｣を いい,い くつかの村落の集合をMifangと い う｡当 時のChao mitangは｢国 主,

 国王｣の 意味で用いられ,今 日でもラオスでは｢県 知事｣の 意味で用いられている｡4つ の語

 が同じ地位を指すのか,異 なるのか,地 域や時代によって呼び方が変わったのかは不明｡
2)今 日,タイやラオスでは弁護士のことをThanai khwamと いう｡Than(尊 称)nai khwamの

 約音であろうか｡
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べ られると考え,ト ラに隠者を食べさせ る判決を下 した｡ハ ゲタカにLopha khati

が あ ったか らで ある｡

 彼 らはそこで天人を訪ね,天 人に判決を仰いだ｡天 人 は,隠 者 が木蔭 に住んでお り,

当 然木枝 を折 って掃いた り,坐 る場所を作 るであろう,そ うすれば木 の葉がな くな っ

て しま う｡ま た トラは自分 か ら遠 くに居て近 くには来れ ない｡そ う考 えて トラに隠者

を食べ させ る判 決を下 した｡こ れをChantha khatiと 呼 ぶ｡

 彼 らはそ こでサルを訪ね,サ ルに判決を委ねた｡サ ルのお じい さんが穴 に落 ちた人

間を助 けたが,後 日,そ の男がサルのお じいさんを殺 して しまった｡サ ルはそ こで ト

ラに隠者を食べ るよ う判決 した｡こ れをMoha khatiと い う｡

 そ こで彼 らは別の天人 に判決を仰いだ｡天 人 は,木 蔭 で休 んだ人間 どもが木 を切 り

倒 したの に腹をたてていた｡そ れで トラに隠者を食べ るよ う判決を下 した｡天 人 のか

つての怒 りか ら生 じた判決 なので,こ れをThosa khat三 と い う｡

 そ こで彼 らはウサギに判決を依頼 した｡ウ サギ は,ト ラが隠者 に恩義があ ることを

知 っていた｡ウ サギ は隠者 が奪 った とい う トラの寝場所の証拠 を求 めた｡ト ラは,自

分の寝場所 はまだ存在 し,安 楽だ と答えた｡ウ サギは何が正 しく何 が誤 まりであ るか

を確認 して,そ れか ら判決するため,自 分 た ちを連れて見 に行かせ るよ うにした｡到

着す ると,元 の場所 に トラが寝て,隠 者が元の所 に立つ ようにした｡す るとその時,

コ ブラが出て来 て トラを噛んだ｡ト ラは死 んで しまった｡ウ サギは隠者 に言 った｡『 ト

ラはひ どい(Atham,サ ンス ク リッ ト: Adharma)奴 で す｡あ なたはそんな奴 に恩を

施 して はいけません』 ウサギの判断をSukhatiと い う3>｡｣

 ｢Thao phanaで あれ, Amat, Khun phan, Khun roiで あ れ,上 に挙 げたよう

な5つ の判断で判決を下 した者 は,奈 落(Narok)に お いて,500回 も輪廻転生 を繰 り

返 して焼かれ るで あろう｣[Thin 1973c:31-32]と しめ くくり,裁 判人には道義的

責任 があ り,そ れ に背いた場合 は来世 において,地 獄 に落ち,あ らゆ る苦 しみを味 わ

わねばな らないと説 いてい る｡

 こ こまでは仏教の教えに準 じた戒め るべ き判断であると容易に想像がつ くが,現 実

の物理 的要件 を加味 した,裁 判人 が避 けねばな らない条件 とは,

 (1)自 己 の権 力をほ しいままに行使す る恣意性

 (2)賄 賂 の強要

 (3)深 夜 の裁判

 3)Kotmaiの 第1冊PP･32-34と 第2冊PP.31-33を 合わせて整理 したものである｡各 々は順

 序が異なり,出 入りがある｡
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 (4)秘 密 性

 (5)非 合 理性

 (6)女 が男を裁 くこと

 の6条 件を挙 げて いる[Thin I973b:6-7]｡

 証 人 として信頼度の高い人 は,(1)出 家 者,(2)誠 実 な人,(3)子 孫 の多 い人,(4)農 商 業

に精を出 し,篤 実 に生活を送 っている人,(5)慈 悲 心 を持 ち,殺 生 を しない人,(6)状 況

判断ので きる人[Thin l 973b:7]と い うタイプの人 々を挙 げて いる｡ま た,証 人 と

す ることができるが,信 用度の低い人 々として,女 性,老 人,博 徒,酒 飲み,犯 罪人,

欲 深 い人,歌 舞iに凝 ってい る人,他 人 のことばを信 じ易い人,他 人を罵倒 した りす る

野卑な女,他 人 の不幸を喜ぶ人[Thin l973b:7-8]を 挙 げて いる｡逆 に証人 として

全 く起用で きない人 と して,(1嘘 つ きで,親 兄弟や友人 の忠告を無視する女や子供,

(2)恩を 忘れた敵,の2種 類の人 物[Thin l 973b:7-8]を 挙 げている｡

 証 拠を重視 することを強調 して,次 のような寓話を載せて いる｡

 ｢4人 の 愚か者 がいた｡1人 の美 しい女性が彼 らを訪 問 した時,彼 らはその女性を

妻 に しようと思 った｡女 が いうの に,自 分 の生年月 日を占 うと,愚 かな男を夫 にす る

のがいい｡そ こで4人 は,自 分 こそが愚か者で あると売 り込 んだ が,女 は見当がつか

ずPhanaに た ずねた｡ Phanaは4人 に愚かぶ りを語 らせた｡

 1番 目の男が語 った｡あ る日,自 分の妻 の情人が 自分の家 に泊 らせて くれ とや って

来 た｡深 更 に及び妻 は腹痛を起 こしたふ りを して,夫 か ら灯明を借 りて階下へ行 き,

そ の情人を連れてあが って きて,自 分の 目の前で性行為に及んだ｡自 分 は何 もいわず

にいた｡と ころが後 になって,そ の男が私 を 『馬鹿者』 と呼ぶ ので,自 分は馬鹿者で

あ る｡

 2番 目の男 は,自 分の妻が情人 に連れ られて稲刈 りに行 き,そ こで情事を重 ねてい

るの も知 らなか った｡妻 の情人 は木 に登 り,大 声で 『どうして俺 がお前の女房 を連 れ

だ したかわか るか』 とい って,稲 刈場で妻 と性行為 に及んだ｡自 分 は,そ の男が木 に

登 ったのは,自 分 と妻 との性交 の場を見るためとばか り思 っていた｡だ か ら自分は馬

鹿者であ る｡

 3番 目の男が いうのに,友 人 が酒を飲みに誘 った が,若 い娘 にはずか しか ったので,

行 かなか った｡だ か ら自分 は馬鹿者で ある｡

 4番 目の男が い った｡あ る日,ヤ リを持 って森へ入 った｡私 は ころんで ヤ リの先で

自分の腕を突 いて しまった｡だ か ら馬鹿者である｡腕 にはまだ傷 跡が残 って いる｡

 Phanaは 判 決を下 し,最 初の3人 には根拠がないが,4番 目の男には,彼 の腕 に証
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拠があるので,彼 を夫 にすべ きで ある｡こ れはSukhatiで あ る｣[Thin 1973b:4-6]｡

 この よ うな寓話は,こ の話 にとどま らず,他 に3話 が載 ってい る｡

Iv-.刑 罰

(1)定 額 賠 償 金

 俗 界 と僧界 との対比 は,法 の理念 にとどま らず,刑 罰 に関す る取 り決めの中で も対

比がなされて いる｡

 ｢他 人 の妻 と2人 だけで,人 目のつかない場所へ行 った場合,た った1回 だけであ

って も,

 性 交行為 に及んだ場合 Khan kha kho

 体 に触 れただ けの場合 Khan mai

 語 り合 っただ けの場合 Khan paeng

を 科 す｡

 あ た か も,あ る僧侶 が婦人 と人 目につかない場所 に居 る所 を,5戒 や8戒 を守 って

い る在家 の者 に発見され,訴 え られた場合,及 んだ行為に応 じてParasik, Sangkha,

Pa6hittiを 科 すが如 くで ある｣[Thin 1973a:3]｡上 座 部仏教経典 の『南伝大蔵経』で

は,｢不 定法｣の 中で,｢も し比丘,女 人 と共 に,独 りにて秘密 に可淫の屏処 に坐せ ん

に,可 信優婆夷 これを見 出 して,三 法 中の何れかを説かん｡或 は波羅夷,或 は僧残,或

は波逸提 なり｡比 丘同坐を認むれば,そ の説 く所 に随ひ三法 中の何れかによ り処分せ

らるべ し｡或 は波羅夷,或 は僧残,或 は波逸提によ りて｣[高 楠 博士功績記念会 1970:

317--318]｡

 .Kotmaiの 方 の僧侶 と婦人 との例 は,仏 教経典か ら引用 した ものである ことは容 易

に理 解できる｡俗 界での刑罰 に関 しては,ま ずKhan kha kh6, Khan mai, Khan pa-

cngの3部 門 に分 け,処 罰 を受 けた時には,こ の3部 門の うちのいずれかを言 いわた

され る｡Khanは ラオス地方 の古代貨幣単位, Khaは｢価｣, Kh6は｢首,喉｣を 意

味す る｡Maiは｢罰 金を科す｣, Paengは｢賠 う｣の 意味を有す る4)｡そ して,こ の

3部 門が,僧 界の経典 にあ らわれ る｢不 定法｣の 中の3つ の罪に対応す る｡す なわち,

 Khan kha kh6=Parasik(パ ー リ語:par司ika,波 羅 夷)

 Khan mai  =Sangkha(7xe一 リ語:sahghadisesa,僧 残)

4)い ずれもラーオ語での意味であり,タ イ語での意味とは少々異なる｡
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 Khan paeng =P蕊hitti(パ ー リ語:P乱cittiya,波 逸提)5》

 ま た,俗 界での罪をThot(パ ー リ語:dosa)と い う語を用い,僧 界で の罪をAbat

(パ ー リ語:apatti)と 呼 んで区別 している[Thin 1973a:6]｡

 Khan kha kh6, Khan mai, Khan pacngは,そ れを受 ける入物 の社会的身分,地

位階級によ って数値が与え られてお り,身 分の高位者程数値 が大 き く,低 位者になるに

つれ小 さ くな っている｡ま た,Khan maiはKhan kha kh6の 半 分, Khan paeng

はKhan maiの 半 分 と,ほ ぼ半減 して行 くシステムにな って いる｡1Kotmaiに あ らわ

れた社会的身分 と刑罰の価を表 にす ると,次 の2表(表1,表2)に な る｡

 各名称は王族から賎民に至る社会の階級身分を表わすと共に,行 政機構の地位をも

表わ し,数 値は罰金額を表示 している｡例 えば,

 ｢王 族(L･asa)が 他 人の妻 に不義を働いた場合,金 額に して(pcn ngocn)1600の

Khan kha kh6を 科 す｣[Thin l973a:9]と あ る｡貨 幣単位は記載 されていないが,

他 の条項で は,時 にBat, Biaと い う単位が見 られる｡こ の身分,地 位 に応 じて変え

る数値 も,適 用 されてい るのは限 られた条項 においてであ り,多 くの場合,地 位,身

分 を示 さず罰金額のみを示 して いる｡こ の場合,地 位身分に関係 な く,そ の罰金額 を

表  16)

1. Latsakakun 

2. Hua  mun, Hua saen 

3. Hua phan, Hua  roi 

4. Kum kwan, Nai ban 

5. Nai, Hinasat

Khan kha  kho

1600

1200

500

400

200

Khan mai

800

600

400

200

100

Khan paeng

400

300

200

100

5Bat

｢罰金 は3分 し,3分 の2を 被害者に,3分 の1を 王室の庫に納める｡｣

5)ラ ーオ語 辞 典Watihananukom Phasa Lao, Kasuang suksathikan, B. E. 2505(1962), PP.161-

162で は,khan paengの 次 に,さ らにkhan somma =thukkot(パ ー リ語dukkata悪 行)を 設

け て い るが,Kotmaiの 諸 条 項 に あ らわ れ る刑 罰 の 中 に は見 当 らな い｡ Th三n氏 もSommai氏 も,

khanをkhapと 翻 字 して い るが 誤 ま りで あ る｡タ イ語 にな くラー オ語 に のみ あ る語 で あ る点

と,ラ ーオ文 字 の"n"が タ イ文 字 の"-p"に 近 似 して い る点 か ら,タ イ語 に あ るkhapと い う

語 に して しま った の で あ ろ う｡

6)1.Latsakakunは｢王 族｣を い う｡2. Hua mUn, Hua saen,3. Hua phan, Hua r6iのHua

は｢頭 領⊥m首n｢万｣,saen｢十 万｣, phan｢千｣, r6i｢百｣の 意 味 で あ る｡そ れ ぞれ10,000,

100,000,1,000,100の 兵 員 を統 師 す る将,と い う意 味 で あ った だ ろ うと 考 え られ る｡2.の

Khan kha kh61200は,文 字 と数 字 でphan 2と 書 いて あ るが1200と 解 し,1002と は解 す べ き

で な い と思 わ れ る｡現 代 タ イ語 で も数 字 の1200を い う場 合,し ば しば 後 の単 位 を 省略 してphan

s6ngと い う｡3.のKhan kha kh6500は800の 誤 記 で は な い か と思 わ れ る｡Kum kwanは｢館

の管 理 人｣,Nai･banは｢村 長｣,5･のNaiはPhaiの 誤 字 で｢平 民｣で あ ろ う｡Hinasatは

｢賎 民｣と い う意 味で,奴 隷,奴 埠 を指 した もの と思 わ れ る｡表1はPrachun P.86と ほ とん

ど同 じで あ る｡
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表  27)

1. Latsakakun, Hua soek 

2. Hua saen  nai na 

3. Hua  mun nai na 

4. Hua saen  nok na 

5. Hua  rain  nök na, Phu ophat 

6. Khun kwan, Nai ma 

7. Nai  chao, Nai  nai, Phumi  not 

8. Phai, Sao  miiang, Akhantuka

Khan kha kh6

1600

1200

700

700

600

600

600

400

Khan mai

600

400

400

300

300

200

200

Khan paeng

300

200

200

150

150

150

100

｢それぞれの罰金は3等 分 し,3分 の1は 王室金庫に,3分 の1は 被害者に,

3分 の1は 裁判人に分与する｡｣

支払 えば よいと解釈 できる｡例 えば,

 ｢ヤ シやサ トウヤ シの実を盗んだ場合,そ れ と同数弁償 する｡弁 償 しない場合 は2

Batの 罰 金を科す｣[Thin l973a:31]｡こ れ だけである｡

② 実 刑

 ｢条項1,Phai(の 身分 の者)が 象馬を盗んだ場合, Khan kha kh6を 科 す｡も し

支 払い能力がない場合は,罰 金相 当分の禁固刑を科す｡ブ タを盗んだ場合,Khan 100

を科 し,1頭 を 弁償す る｡ア ヒルを盗んだ場合,5Batの 半額 を科 し,1羽 を弁償す

る｡ニ ワ トリを盗んだ場合,2Batを 科 し,1羽 を 弁償す る,･･…･｣[Thin 1973b:

32]｡

 この条文 に もある如 く,罰 金 が支払えない場合,禁 固刑が用い られていたようであ

る｡ま た,原 状回復や損害補填以外 に,賠 償が加 え られ,実 害よ り大 き くして加 害行

為の再発 を予防す る意味を もたせて いる｡

 ｢知 恵 ある者が贋金 を作 り,買 物を した場合,主 犯者 は350日 間 の禁固刑,共 犯者

は77日 間 の禁固刑を科 し,買 った物品は所有主 に返却 し,支 払 った金額 について は弁

償す る｣[Thin l 973b:40-41]の 如 く,最 初か ら禁固刑 しか定 めて いない条項 もあ

7)1･Hua soekは｢将 軍｣,2～5,のnai･naは｢田 地 内｣ , n6k･naは｢田 地 外｣と い う意 味 で

あ る が,畿 内,畿 外 を指 して い る よ うで あ る｡5.Phu ophatは｢語 り部｣秘 書 の よ う な 役

で あ る｡6･Khun kwanは｢館 の 主(主 人)｣, Nai ma｢馬 主｣｡7. Nai Sao, Nai･fiai, Phu

mi hotは｢使 用 人･部 下 を持 つ 主 人 ,地 位 の あ る者｣8. Sao mifangは｢住 民｣, Akhantuka

は｢客 人｣を い う｡7.のKhan mai 200は300の 誤 字 と思 わ れ る｡表2はPrachum P. l l 7と

同 じ分 類 で あ る が,数 値 が異 な る｡

 同 じ法 典 の 中 に,表1と 表2の 如 く異 な る分 類 が 存在 す るの は,編 纂 の時 期 の異 な る2つ の

法 典 が ひ とつ に な った こ とを表 わ して い ると解 され る｡
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るが,極 めて少ない｡ま た,鯨 刑,手 足切 断の刑,串 刺刑,斬 首刑,生 埋刑,溺 殺刑

など,身 体の一部 または全部を痛あつけ るよ うな身体刑や死刑 に至 る重刑 は,わ ずか

に答刑 と,次 の3例 を除 いて はない｡

 ｢贋 金 を作 り,他 人 の金を盗んだ者は死刑 に し,財 産は没収 して王室 に入れ(家 族

は)象 の飼料集めに使役す る[Thin l973a:17]｣｡

 ｢証 人 が最初は一方の側 について,次 に他方の側について証言 した場合,意 識 が異

常であ り,精 霊(phi)が 宿 って いるとみなす｡従 って,そ の者 の発言を信用すべ きで

な く,舌 を切 るべ きである｡も し承知 しなければ,Khan maiを 科 し,さ らにKhan

paengを 科 すべ し｣[Thin l973c:10]｡

 ｢僧 籍者 や尊属 を殺害 した場合,審 理の上,1.死 刑,2.手 足 切断,3.異 国へ売

却のいずれかの罰を科す｣[Thin 1973a:29]｡

V.身 分 制 度

(1)  Khoi

 刑 罰 の章で示 した表1,表2の 各 名称の うち,Hua soek, Hua saen, Hua mtin,

Hua phan, Hua r6i, Kum kwan, Khun kwan, Nai ban, Nai ma, Phu ophatは,

行 政組織の官職,位 階を示 した ものと思われ る｡特 に数字を表 わ したHua saen(十

万 の頭領),Hua mun(一 万 の頭領), Hua phan(一 千 の頭領), Hua r6i(一 百

の頭領)は,本 来,隊 伍を組んだ組織 の長を指 し,統 率 する隊員の数を表 わ したもの

と想像で きる8)｡ま た,Kum kwan, Khum kwan, Nai ban, Nai ma, Phu ophat

も宮 廷や役所 の主要な官職,地 位の名称 と思 われ る9)｡そ して,最 下級 に挙 げ られた

Nai, Hinasat, Phai, Sao mtiang, Akhantukaが,一 般大衆を指 して いるようである｡

と ころがKhosaratの 中 で,し ば しば言及 されてい る身分 は,先 の表1,表2に 登場

しないKh6iと い う名称 の身分で ある｡

 Kotmaiで はKh6iを 次 の5種 に分類 して いる｡

 ｢1･自 分 の家で生 まれ た女性のKh6iの 子 供をAntosatと 呼 ぶ｡両 親共にKh6i

で あ れば,Antosatと は呼ばない｡

8)今 日のタイ,ラ オスの軍隊,警 察でも,Phan(佐 官級)R6i(尉 官級)が ,階 級を表示する

際に用いられている｡

9)･KhamPhi Z挙 げ られている官制の名称と比較 した場合, Kotmaiは 非常に単純であり,む しろ

ラオスの初代王ファーグムが設立 した官僚の名称に近い｡Kotmaiが かなり古い時代のものであ

ることを示唆している｡
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 2.物 品 を借 り受 けてKh6iと な った者をThanakittaと 呼 ぶ｡

 3･債 務 返済 が不可能にな ったためKh6iと な った者をSamangkhalasaphaukhato

と呼 ぶ｡

 4･Thao phafiaが 殺 そ うとして,生 命を助けて もらうかわ りにKh6iと な る｡

 5.瀕 死 の病気に罹 り,薬 石 で命 を救 って もらったかわ りにKh6iと な る｡ Sama-

nglaphanaupPakhatoと 呼 ぶ｡

 一 方,国 王の統治する国内(nai kang mぬngこhao phaendin)で 生 まれた住民 は

Kh6i samanと 呼 ぶ･そ の理 由は,こ れ らのKh6iの 主 人であ るThao phafiaが
,

外 国のThao phafiaの 掠 奪か ら保護 して いるか らである｣[Thin 1973b:9]｡

 MUangに 住 む被治者 はいずれ もKh6iと い うことにな るが, Kh6iと 対 置 してThai

とい う身分があ ったことが,次 の条項か ら窺われる｡

 ｢Khoiが 主 人(Chao)の 妻 を愛 した場合, Khoiは 殺 され るべ きであ り,さ もな

ければ売却 すべ きで ある｡自 分 の主人 がKhoiの 妻 を愛 した場合,夫 た るKh6iは

Thaiの 身 分 にな るべ きである｣[T}1in 1973a:9]｡

 ｢自 分 の家 に仕え る女 のKh6iと 男 のKhoiを 夫 婦 に して 公 に し,そ の後,女 の

KhoiをKhoiの 主 人が気 に入 り,自 分の妻に しよ うと した｡女 のKh6iは 承 知せず,

大 声をあげた り,夫 に告げた りしたがどうす ることもで きず,官 憲(atfia)に 訴 えた｡

2人 は その主人か ら解放 され る(phon)｡夫 が 主人を処罰 してThaiと な ることを欲

す るな ら,Chao Khunの 力 でThaiと す る｡も し妻の方が主人 と一緒 に住む ことを

承知す るな ら,夫 はThaiと な り,ど こに住 もうと自由であ る｣[Thin I 973c:23-24]｡

 Khoiの 立 場 の者が,そ の主人に妻を奪われ た場合,訴 える とKh6i夫 婦 は2入 共

Thaiの 身分 になれたが,妻 の方が主人 の許 にとどま る場合 は,夫 がThaiと な って

解放され る｡KhoiがKhoiの 身 分か ら解放 される もうひとつの方法 は, Kh6iが 自

分の住むMifangの 領 域外へ逃亡す ることであ った[Thin 1973b:23]｡ Kh6iの 逃

亡 は頻繁 に発生 した らし く,Kotmaiで はKhoiの 逃 亡 した場合の処置に関 して,い

くつかの規程 を作 って いる｡Khoiを よ く見張 らず,柱 に くくりつ けて おかなか った

ために逃亡 した場合,見 張番 は2人 分のKh6iを 弁償す る｡ Kh6iを 奪 って逃げ よう

と して,主 人 が追 いか けて捕えることがで きれば,奪 お うと した者 はKh6iを 返 却 し,

罰 金200を 主 人 に支払わねばな らない｡ま た奪 い合 いが生 じて,Kh6iの 主 人を殺 した

場合 は,Khan kha kh6の 罪 を受 ける[Thin 1973b:21]｡ま た,逃 亡 中のKh6iと

は知 らずに,.泊 めてや った家主 は,処 罰を受 ける｡さ らに,逃 亡 して来たKh6iを 使

った ら,そ の労賃を支払わねばな らない[Thin l973b;23]｡ Kh6iが 逃 亡 して泊 っ

63



国立民族学博物館研究報告  8巻1号

ている ことをその主人 に知 らせた場合,Kh6iを 養 ってい る間,日 数計算で養生代を取

りたて る[Thin l 973b:24]｡ Kh6iが 逃 亡 して誰か の家 に逃げ込 んだ場合,3日 以

内 にその主人 に通知す る｡通 知 しなか った場合 はKhan pacngが 科 せ られ, Kh6iの

労賃 として,女 のKhoi 1日1Sik,男 のKhoi 1日1Siaoを 支 払 うことにな る｡[Thin

I973c:17]｡3日 以 内 にその主人 に知 らせた場合,主 人 は謝礼 として2Batを 贈 り,

Khoiを 身受 けす る｡ Khoiが 逃 亡先か らさ らに逃亡すれば,家 主 は2人 分弁償 し,

死 んだ場合 は1人 分弁償す る[Thin l973c:18]｡ Kh6iが 他 人 の財産を掠奪 しよ う

と,家 に侵入,焼 き払 う犯罪を起 こして逃亡 し,逮 捕できない場合 は,そ の主人 が

Khan kha kh6の 罪 を負 う[Thin l973b:34]｡ KotmaiはKh6iの 所有 主に有利 な

ように保護 しているが,Kh6iが 犯 した罪が, Kh6iに 及 ぼない場合 は,そ の主 人が

連帯責任を負 うことになる｡

 Kh6iの 身 分の者 と他 の身分の者の間で通婚が行 なわれた場合,そ の子供 はどちら

に帰属す るか も規定 されて いる｡

 ｢Thao phanaのKhoiがPhaiの 女 と一緒 にな り,男 児で あれ,女 児であれ,何

人 であれ,子 供 は母親 の許 に置 く[Thin l 973a:31]｣と い う規程 では,子 供 は母

親 の許 に置かれ るものの,そ の身分 は明 らかにされて いないが,Kh6iの 男 とPhaiの

女 の間にで きた子供はPhai, Phaiの 男 とKh6iの 女 の間 にで きた子供はKh6i[Thin

l973b:9-14]と,女 親 の身分を継承す ることにな る｡あ る男が他人 のKh6iを 妻 と

し,後 に離婚 して 自分の家に戻 った場合,金 額100をKhan paengと して,別 れた

妻の所有主 に贈 り,子 供 も妻の許に置 く[Thin 1973c:23]｡家 主 が女 のKh6iと 同

棲 し,子 供 が生 まれた場合,そ の子 はThaiと な る[Thin l973c:24]｡家 主 の夫の

所有する男 のKh6iと 妻 の所有す る女のKhoiを 夫婦 にし,そ の夫婦の間 に子供 が

生 まれた｡後 に家主夫婦 が離婚 して も,Khoi夫 婦 が そのまま夫婦 で居たい場合,

Khoi夫 婦 は家主の妻の方 に委譲 されて,夫 の方 は非を唱えない[Thin l 973c:25]｡

 この ようなKhoiに 関す る諸相を整理 して みると, Khoiは 男 のみな らず女 の場合

もあ り,主 人の財産,所 有物 と見 なされていた｡Khoiと 他 の身分 の者 との通婚によ

って生 まれた子供は,母 親の許に置かれて,お おむね母親 の身 分を継承す る｡家 主 と

Khoiの 女 との間に生まれた子供がThaiと な るのは,家 主がThaiの 身 分であ るこ

とと,財 産屋敷を相続す る特殊な事情が あ った と想像 される｡離 婚 に際 して は,通 常,

妻 の財産 は妻が引取 り,夫 の財産は夫が 引取 り,共 同で築いた財産は折半 にす る[Thin

l973a:15-16]こ と にな るが,財 産がKh6iの 夫婦 やその子供であ る場合,妻 が相続

す ることになる｡
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(2)Phai

 Kh6iと 対 立す る身分が,自 由を保証 されたThaiで あ ることはほぼ明 らかで ある

が,さ らにPhaiと 呼 ぶ身分 が存在す る｡ Phaiは しば しばLuk Khunと 呼 ぶ身分あ

るいは地位 と共 に語 られて いる｡

 ｢Phaiで あ れ, L･uk khunで あれ,出 家 して還俗 した場合,養 育を うけたKhun

の許 に戻 るか どうかは自由であ る[Thin l973b:17]｣｡｢Chao mifangが 体 力以上

の仕事 をPhaiに させた場合, Chao mtiang, Chao khunはKhan kha kh6の 罰 を

受 ける｣[Thin 1973b:17]｡｢Phafia ChaoがPhu ban, Phu mdangを 任 命 して,

食 国(Kin milang)さ せ た場合, Luk kha khunを 連 れて行 き,後 にMtiangを 捨 て,

Luk kha khunを 放 置 した場 合,彼 らが何 も支払わずに田畑を耕作 し,誰 にも帰属せ

ずに3年 を経過す ると,Phaiと な る｡一 方,後 任のChao mtiangに 委 譲 され,3代

に渡 ってChao mdangに 上 納金 を支払 うと, Luk khunの 身分か らPhaiと な る

[Thin l973b:19]｣｡｢Luk kha khunが 逃 亡 し, Phaiに 身 を寄せて働 き, Chao

mifangが 知 って も何 もいわず,3代 のChao mifang,3代 のChao phaendinを 経

過 した場合,Phaiと な る｡但 し,身 柄を引取 りに来 た場合を除 く｣[Thin l973b:

19-20]｡

 PhaiはKh6iに 比 し言及が少 ないが, Chao mtiangま た はKhunに 仕 え るLuk

khun, Luk kha khunと い う地 位,身 分か ら解放 された身分 であることがわかる｡

Kh6iの 場 合,解 放 された身分がThaiで あ るとす ると, PhaiはLuk khun, Luk

kha khunに 対 置す る自由な身分であるといえる｡

Chao kh6i

 上 ↑ 
下 ↓

 Kho6i-→Thai

不自由 自由

Chao mifang, Khun

   上 ↑
   下 ↓

  Luk khun-一 →Phai

  Luk kha khun

   不 自 由    自 由

 Khoiが 私 的な奴蝉の ような存在 であるの に対 し, Luk khunは 納 税 して統治者 に

仕 える身分である と解 され る｡従 ってKh6iが 解 放 されて もPhaiに は な らない し,

Luk khunやLuk kha khunが 解 放 されて もThaiに はな らないよ うで ある｡し か

し,ThajとPhaiと で は,権 利や義務の面で差異 があ ったのか どうか,身 分 として

同 じで あるのか異 なるのか,数 的 にどのよ うな比率 にな るのか,こ のKo tmaiだ けか

ら探究す ることは難 しい｡
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VI.所 有

 所 有 権が存在 するということは,所 有す る物件が盗難 にあ った り,殺 害 された り,

そ の所有権が侵害 され た場合の罰則 を規定 した条項 か ら知 ることができる｡個 人 の所

有す る物件に は,土 地,建 物,沼 沢などの不動産類,Kh6iと 呼 ぶ人間,象,馬,牛,

水 牛,ア ヒル,ニ ワ トリ,ブ タ,イ ヌ,ネ コなどの家畜類,ス キ,ク ワ,ナ タ,権 楷,

大 刀,ヤ リな どの道具類,稲,ヤ シ,サ トウヤ シ,サ トウキ ビ,ヒ ョウタン,ウ リ,

ビ ンロウの実,ミ カン,飼 育中の カニ,魚 などが挙げ られる｡

 ま ず土地の場合,次 の条項 がある｡

 ｢国 家 の土地,他 人の田畑 を奪 って,勝 手 に領界標を建 てる者 は誰であれ,取 り調

べて事実であれば,そ の者 にKhan kha khoを 科す｡土 地 は多大の価値を有す るか

らであ る｡あ たか もある僧侶が,他 の寺院の領地 を奪 ったため,他 の僧侶た ちが仏様

に訴え,仏 様 が波羅夷を科 した如 くで ある｡俗 界において もKhan kha kh6を 科 す

べ きで ある｣[Thin 1973a:4]｡と こ ろが,別 の条項で は｢他 人 の田や畑の領域 内に

入 って領界標を立て た者 は,取 り調べ の結果,事 実 とすればKhan mai 200を 科 す｡

何 故な ら260,000由 旬(fiot)も の無主地があ るか らで ある[Thin 1973c:15]｡同

一 法典 の中で相 矛盾す るような条項 であるが,先 述 の通 り,成 立時期の異 なる本 が一

緒にされて いるため と思 われ る｡ま た,前 者 は仏教の影響を受 けた理念を語 り,後 者

が現実 を反映 させ た内容 と考え られ るが,1由 旬 一16kmと す ると,260,000由 旬 と

は広大無辺 という意味であろ うか｡と もあれ,土 地所有 に関す る条項は この2項 目の

みで,動 産 に関 して規定 した条項の方がは るかに多 いのは,至 る所 に無主地があ って,

土 地所有 に関 しての係争がほ とんどなか った と解 して よさそ うである｡

 そ の他の不動産 と して,建 物,沼 沢が あるが,｢徴 税の対象 となる建物,沼 沢を盗

んだ者 は罰金50を 科す｣[Thin l 973a:17]と 規 定 され,建 物 はもちろん,沼 沢 にも

所有権があ った ことがわか る｡沼 沢 の場合,所 有権 よ りも沼沢か ら獲れ る魚や エ ビの

漁撈にまつわ る利権争 い,盗 漁が係争 の原因にな って いた｡｢Phaiが 養 殖 して いた カ

ニや魚 を,Chao mUnやChao phan, Chao ban, Chao muangが 無 断で捕 った場

合,所 有主が訴え ると,Phafia 6haoが 取 調べ,罰 金200を 科 す｡沼 沢で のカニ,魚

の養殖 にはChao mifangが 徴 収す る税nguatwa-ak6nを 収 め る｡ Phaiが 無 断で捕

れば,罰 金5Batを 科 す｡但 し, Phaiが それ と知 らず食事の料理 用に捕 った場合 は

無罪｡道 路 の側 にある養魚場では,Chao mUangが 注 意書 きをたてて置こ うとなか

ろうと,dhao khunが 見 廻 りを して,魚 を捕 って食べて も無罪｡養 魚場の管理人 に
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強制 して魚を捕 った場合,沼 沢 の所有主(Chao nam chao nong)はPhafia 6haoに

告 訴 し,強 制 した者は罰金200を 支 払い,魚 の売上金を沼沢の所有主に返却す る｡捕

魚具 も返却する｡返 却 しない場合,破 損 した場合,2倍 に して返却する(後 略)[Thin

l973b:20-21]｡

 一 方,主 食 となる稲の場合,土 地,田 畑 に関す る規程,係 争 は先 に挙げた2例 のみ

であるが,稔 った稲 につ いての係争 につ いて は,次 のよ うな条項 がある｡

 ｢他 人 の稲 を引き抜いた者,新 しく植え た稲であれば3 Bok sak siaoを 科 す｡牛 や

水牛が他人の稲を食べて,3日 間 もその所有主 に(弁 償に)来 なか った場合,9倍 の

罰金 を科す｣[Thin l973a:17]｡｢牛,水 牛 が田畑 に入 って食べた場合,田 畑の所

有主 は捕えて くくりつ けてお く｡牛,水 牛 の所有主がそれを知 って も引取 りに行かな

い場合,そ の牛,水 牛が死んで も田畑の所有主 は無罪｡田 畑の所有主 が住民 に告知す

ることな く,そ の牛,水 牛を 自分の田畑で使用 し,殺 して しま った場合,田 畑の所有

主は牛,水 牛の代価 を支払 う必要な く,牛,水 牛の所有 主に田畑 の損害額を支払わせ

る｣[Thin l973a:23-24]｡但 し,牛,水 牛を隠匿 し,所 有主 がたずねて もいわず,

後 に発覚 した場合,牛,水 牛を返還 し,さ らに1頭 弁償す ることにな り,殺 して食べ

て しま った場合 はその2倍 の弁償をす ることになる｡｢犬,ブ タ,ニ ワ トリ,ア ヒルが

田畑 に入 った場合 は,所 有主 に通知す る｡3回 通知 して所有主が 引取 りに来 ない場合,

田畑の所有主 が殺 して半分を食べ,所 有主が半分を食べ る｡他 人 の家畜をな ぐり殺 し

た場合,田 畑の主が弁償す るが,殺 した老がその家畜を食べ る｡ブ タが食べ た作物 は,

ブ タの所有主が弁償す る｣[Thin 1973:23]の 如 く,田 畑の作物被 害に対 して,田

畑 の所有主を保護す る立場で規 定されて いる｡

 ま た,植 えた果樹 か ら果実を盗んだ場合,安 価 な果物の場合 は罰金5Bat[Thin

l973a:31],ヤ シの実やサ トウヤ シの実を盗んだ場合,同 数を返却す るか,返 却 しな

い場合,罰 金2Bat[Thin 1973a:31],権 力 をカサ に果実を取 り上げた場合, Khan

mai 5 Batを 科 す[Thin l973b=10]｡こ の ような作物 も,地 主(Chao din)と 栽

培主 と別 である場合,収 穫物 は地主 にも所 得権 が与 えられてい る｡例 えば｢ヤ シの実

や貝葉の如 き作物 を植 えた場合,収 穫の際に地主 が要求すれば,3分 して,栽 培者が

3分 の2を 取得 し,地 主に3分 の1を 与え よ｣[Thin l973a:26]と 述 べ,土 地 占有

が存在 していた ことを示唆 して いる｡

  ｢他 人 の コシ ョウの木,ビ ンロウの木を伐採 した場合 は罰金50,ヤ シの木,サ トウ

ヤ シの木の場合 は罰金1000,伐 採 せ よと命 じられて他人 の木を伐採 した場合 で も罰金

50,田 の お守 り細工チ ャ リーオをfcた いた場合 は罰金30,入 れ るべ きでない水 を田に
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導入引水 した場合の罰金は80[Thin l973a:13-14]と,土 地及び作物,守 護神に

対する損壊にまで罰金が定め られている｡

 家畜や道具類を盗んだ場合,当 然ながら価値の高い物ほど罰金も高 く定めてある｡

象,馬

ブタ,番 犬

トリ,犬,吉 祥 ネ コ

ア ヒル,ネ コ

ニワ トリ

舟

投網,大 刀

スキ,ク ワ,栓 楷,ヤ リ

Khan kha kho(支 払 能力のない場合 は相当分 の禁 固刑)

100

5Bat

2.5Bat

2Bat

Khan 200(支 払不能 の場合 は労役)

100

返却 した場合 は2Bat

返 却 しない場合 はその弁償

[Thin l973b:33-34]

 と ころが,盗 んで も罰せ られな い物 も挙げ られて いる｡｢ト ウガ ラシや ビンロウの

葵を盗んで も無罪,ヒ ョウタンや トウガ ンの類を盗んでおかずに して も処罰 して はい

けない｡但 し,大 量 に採 って売 買 した場合 は罰金6Biaを 科す｣[Thin 1973b:33]｡

乍物 の少 々はお互 いに採 って食べ て もとやか くいわない,精 神的寛大 さとゆ と りは,

班に昔 か らこの地方 に存在 していた ことがわか る｡

家 畜の中で もニワ トリや イヌ,ネ コの小動物はあま り問題 にされないが,牛 や水牛

2)よ うな大 きな動物で,普 遍的に飼育 されて いる動物 には,様 々な条項が設 け られて

いる｡｢水 牛,牛 を盗んだ者 は,2倍 の罰金,盗 んだ者を匿 った者 も同罪｡そ して盗ん

だ牛,水 牛を所有 している者 も同罪｡そ の牛を食べた者 も同罪｣[Thin l973a:25-

～6]｡｢盗 ん だ牛,水 牛を殺 した場合,(所 有者 が)そ の足跡 を追 って行 って200Wa

(lWa ･2m)に 達 した場合,そ の家の主は5Bat支 払 い,300 Waに 達 した場合 は

5 Bat未 満,300 Waを 越 えた場合 は無罪｣[Thin 1973d:30:31]｡盗 ん で捕 え ら

れれば2倍 に して返済 しなければ ならないが,盗 んで遠 くへ運べば,そ れだ け罰金 も

少な くな り,遂 には罰 も及ばな くなる｡ま た,水 牛が逃走 し,人 に衝突 して殺 して し

まった場合,そ の水牛を売却 して代価を2分 し,半 分を殺 された側 に,半 分 を水牛 の

待主が取 る,と いう規程 もあれば,牛,水 牛 を追 って いて,牛,水 牛で人 を殺 した場

合,牛,水 牛 の所有主が弁償する,と いった規程 まで設 けられて いて,動 産 としては

家畜,と りおけ牛,水 牛のよ うな労役 にも,食 肉に も用 いられる家=畜が重要 な存在 で

あ った ことがわか る｡
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w.貸 借

 貸 借 の対象となる もの に,金 銭,kh6i,象,馬,舟 などが ある｡金 銭の場合,借 金

を して,｢借 主 のみ ならず,夫 婦で もって して も返済できない場合,借 主 の身柄 を売

り,売 った額か ら借金 を返済す る｣[Thin l973c:17]｡賭 博 で借金 した場合,｢全 額

を返済 しなければな らない｡Kh6iが な ければ,自 分の身柄を売 却 し,売 上金 の3分

の2を 貸主 に与え る｡こ の場合,Kh6量 や 妻子 を持 って いて も,先 にKh6iや 妻 子を

差押 えてはな らない｡借 主だけでは返済 しきれない場合 に,Kh6iや 妻 子を借金 の弁

償にあてる[Thin 1973c:17]｡借 金 の返済 は,借 主 ひと りで不可能な場合,妻 に及

び,妻 に も連帯責任を負わされ,そ れで も不可能 な場合 は,借 主の身柄 を売 り,な お

不足する場合 は,妻 子を売 って,そ の身代金が充当されて いた｡売 られた借主や その

妻子が,債 務奴隷 のような形で,Kh6iの 身 分階層を形成 して い った と考え られ る｡

 貸 借 にお ける保証人,利 子の制度 も存在 していた｡｢借 主 が逃亡 した り,死 亡 した場

合,保 証 人(Phu kham sin)が 借金 を返済す る｣[Thin l973c:18-19]｡ f貸 主 の樒役

中に,借 主が死 亡 した場合,借 金の3分 の1を 帳消 しに して,3分 の2を 保証人 が支払

う｣[Thin l 973C:19]｡借 りた金銭 には利子 をつ けて返済 しなければな らなか った｡

利 子(Dok)を 支 払えば保証人 をたて な くてよい[Thin l973c:19-20]と か,借 主

が 期間中に 返済 しないか らと起訴 した り,処 罰 してはいけない[Thin l973c:20]

と規 定 し,利 子が元金 より大き くなった場合,元 金を支払 うことで十分[Thin l973c:

20]と,借 主 に過重 の負担がかか らぬような配慮がなされている｡ま た,夫 の借金を

妻子が知 らなか った 場合,妻 子が 支払 いを 拒 否 して も,貸 主 は妻子を処罰で きない

[Thin l973c:20ユ ことになっているが,だ か らとい って全然借金を返済 しないとな

ると,貸 主が借主 を うらんで,の ろいの呪文をか け,借 主 の親族が来世で苦 しめ られ

るので,元 金だ けは支払 うこともあ ったという｡

 貸 主 と借主 が トラブルを 起 こ し,殴 り合いにな った 時の 規程 も用意 されている｡

｢借 主 が貸主を殴打 した場合,借 財 は2倍 に して返済 し,損 害額 に応 じた分を弁償 す

る｡逆 に,貸 主 が借主を殴 り殺 した場合,借 財は半分 となる｣[Thin l973a:13]｡

 人 間 を貸借 の対象 とす る場合,雇 用 とい うことになるが,雇 われる側 はKh6iと か

子供 に限 られ,雇 用料 はその主人,親 に支払われ るケースのみが規定 されて いる｡独 立

した個人を労働に供す るの は,径 役 とな り,個 人同士の雇用 は存在 しなか ったので あ

ろうか｡

69



国立民族学博物館研究報告  8巻1号

 高 い果樹に登 って果実を採取 す る仕事 は,し ば しば人 を雇 って いたが,危 険 を伴 な

う作業であ った｡｢子 供やKh6iを 雇 って,果 物 を採取す るの に,親 やKh6iの 主 人

に知 らせず に雇 って,木 か ら落ちて死んだ場合,雇 用主 は雇用料 を親 やKh6iの 主 人

に支払 う｡親 やKhoiの 主 人の了承を得て いた場合,木 か ら落 ちて死んで も雇用主 を

処 罰す るわ けにはいかない｡葬 儀 を して5Batを 与 えるだ けで よい｡も しそれで納

得 しな ければ,Chao khunに 告 訴 して,葬 儀料100を 支 払 う｣[Thin l973c:5-6]｡

｢Khoiを 雇 い,果 樹 に登 らせ, Kh6iが 果 樹か ら落 ちて死んだ場合, Kh6iの 身 代金

を果樹の所有主 が半分支払 い,ニ ワ トリ2羽,ロ ーソク2本 を与 える｣[Thin l973a:

22]｡｢Khoiを 果 樹 に登 らせ,木 か ら落 ちて死 んだ場合,全 額弁償す る｣[Thin l973a:

23]｡｢Khoiの 主 人が知 らぬ間に, Kh6iを 連 れて外 国へ商売に行 き,(そ の商売 人

が)死 亡 した り,盗 んで逃亡 した りした場合,損 害 はKh6iが 弁 償す る(Kh6iの 主

人 には及ば ないとい うことか)｡も し雇用料 を支払 ってKh6iを 雇 い,そ の後Kh6i

が死 亡 して も,雇 用主 は無罪｡雇 用主 は殺 した牛を供えて,奈 毘にす るだ けで よい｣

[Thin l973a:24]｡

V皿.相 続

 親 が 死亡 して,遺 産を子供た ちが相続す る場合,2つ の条項 で異 な った規定 を して

いる｡｢3人 の男兄弟が居た｡一 人 がKhunに 仕 え,一 人が出家 し,残 りの一人が商

売 で家計を維持 していた｡両 親 が死 ぬ と,遺 産 は10等 分 し,10分 の2はKhunに 仕 え

て いる者 に｡10分 の2は 出家 している者 に｡10分 の3は 商業を営む者に｡そ の理 由は

両親が頼 っていたか ら｡10分 の2は 両親の供養 に｡10分 の2は 女の子に｡両 親を世話

し,財 産の管理 にあた っていたか らで ある｣[Thin l973a:15]｡全 部 合計 した ら10

分 の11と な り,計 算 が合わ な くなるが,要 す るに｢父 母が死 んで,子 供の間で家屋の

相続争 いが生 じた場合,誰 が一一ts孝行(Bun khun)で あ ったとい う証拠によ って判断

せ よ｣[Thin 1973a:14]と い うことである｡も うひとつの条項 は｢3人 兄弟が居て,

両親 の死後遺産相続 争いを起 こした｡3人 共,自 分が遺産を継 ぐに最 もふ さわ しい と

主張するが,長 兄が2人 の弟 よ りふ さわ しくす ぐれて いる｡長 兄がす ぐれてい るのは,

Phanaが 所 有するエメ ラル ドにた とえ られ るか らであ る｡ Phafiaは いずれの国 に生

まれて も,エ メラル ドの輪を持 ち,Phafia6hakkawattilatsaの 至 福を持つ｡ま た,

Sodokkamahasetthiの 如 くUd6nlaphuthipか ら降臨 したNang Kaeoを 妻 とす る

か らであ る｡家 屋 内の財産 は長 男が6分 の3,次 男 が6分 の2,三 男 が6分 の1と す
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るのがLatsasatに 従 った最 も妥当な判 断で ある[Thin 1973a:32]｣｡長 兄 相続 を

重視す る後者 は,前 者 に比 してその説明 に形式主義的 な内容を持 ち,Phafia 6haoや

Chao mtiangの よ うな支配者の場合 に適用 されて いた と解 される｡

お わ り に

 本 稿 で は,Kotmai .Khosaratを 法 典 と して,そ の内容 の諸相を理解 し分析 しよ うと

試 みた｡だ が,多 岐にわたる様 々な内容が錯綜 して盛 り込 まれて いるため,分 野別 に

整理するのにまず手 間がかか った｡ま た,不 慣 れな古 い文体 であるため,お ぼ ろげな

が ら理解 できて も,正 確 な意味 の把握には困難な個所 があった｡加 えて筆者の法律学

に疎い ことが,分 析の妨げ とな った｡し か し,読 み進 み,整 理す るにつれ,東 北 タイ

や ラオスの地域 で,か な り整備 された政治制度を有 し,ま とまりあ る社会組織の中で,

悠 揚迫 らず 個性あ る生活 を営 んでいた人 々の姿が彷彿 とす るのであ る｡Ko tmai .Kho-

∫α剛 の特徴 は,条 文のあち こちに散 りばめ られた,人 間臭 さに満 ち満 ちた寓話 の数 々

であ る｡相 矛盾する条項の存在 さえ も,寛 大 なこの地方の人々の,許 容度の幅広 さと

理解 した くな るほどである｡

 資 料 として取 り上 げたKotmai Khosaratが,全 体の五分 の三で あり,こ こに整理 し

て検討を加えた内容は,そ のまた一部分で ある｡整 理の仕方や視点 を変えた考 察 によ

って,ま だ まだ有益な情報 を得 ることがで きる｡こ の地方のみな らず,中 央部 タイや

北部 タイの資料 とあわせ検討 し,比 較研究 しなが ら,伝 統的な政治組織,社 会組織の

体系 さらには世界観を少 しずつ解明 してい きたい｡本 稿 はその ワン･ス テ ップのつ も

りであ る｡
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